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講演する伊藤常幹

記
者
会
見
す
る
呼
び
か
け
人

弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

■
空
に
は
無
数
の
星
が
あ
る
。

そ
の
中
で
も
輝
き
の
強
い
１
等

星
、
２
等
星
、
太
陽
系
の
惑
星
、

太
陽
、
月
を
観
測
し
、
船
の
位

置
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
毎
日
の
星
の
位
置
を

知
ら
せ
る
天
測
歴
が
発
行
を
止

め
、
電
子
デ
ー
タ
で
そ
の
詳
細

を
取
得
す
る
方
法
に
変
更
に
な

っ
た
。
日
本
の
漁
業
を
知
る
た

め
に
、
毎
年
発
行
さ
れ
て
い
た
、

「
水
産
年
鑑
」
も
デ
ジ
タ
ル
化

し
た
。
■
デ
ジ
タ
ル
化
だ
け
で

な
く
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
、
次
々
に
当
た
り

前
で
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
人

間
の
男
女
の
性
差
理
解
も
、
今

ま
で
の
常
識
と
は
違
う
形
で
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
常
識
と

大
人
の
常
識
、
同
じ
大
人
で
も
、

年
配
と
若
い
大
人
の
間
に
ギ
ャ

ッ
プ
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
■

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
生
き
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
変
化

に
敏
感
に
な
り
、
柔
軟
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
、
自
分
の
価
値
観
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
人
・
地
域
や
国
の

価
値
観
を
認
め
、
そ
れ
を
尊
重

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働

組
合
も
そ
う
だ
ろ
う
。
過
去
に

あ
っ
た
形
や
運
動
方
法
を
そ
の

ま
ま
継
承
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

労
働
組
合
が
活
性
化
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。
意
図
的
に
変
化
を

起
こ
し
、
様
々
な
観
点
か
ら
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
人
類
そ
の
も
の

が
、
空
の
無
数
の
星
の
よ
う
に
、

輝
け
る
可
能
性
を
持
っ
た
生
命

体
な
の
だ
か
ら
。　
　
（
多
夢
）

～大間原発反対現地集会～

　

参
議
院
選
挙
が
７
月
４
日
公

示
、
21
日
投
開
票
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

参
議
院
選
挙
は
、
改
憲
、
消
費

税
10
％
増
税
、
年
金
の
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

　
労
働
法
制
改
悪
反
対
青
森
県

連
絡
会
は
、
6
月
22
日
（
土
）

に
２
０
１
９
年
度
総
会
を
開
催

し
、
会
員
20
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
総
会
に
先
立
ち
、
全
労
連

の
伊
藤
圭
一
雇
用
労
働
法
制
局

長
が
「
安
倍
働
き
方
改
革
Ｎ

Ｏ
！
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の

た
め
の
職
場
ル
ー
ル
と
法
制
度

改
正
を
！
」
と
題
し
て
、
記
念

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
６

月
に
成
立
し
た
「
働
き
方
改
革

関
連
法
」
へ
の
対
応
と
し
て
、

①
三
六
協
定
の
活
用
で
長
時
間

労
働
を
許
さ
な
い
取
り
組
み

を
、
年
休
５
日
取
得
義
務
化
で

は
不
利
益
変
更
を
阻
止
す
る
、

②
同
一
労
働
同
一
賃
金
で
は
、

手
当
・
福
利
厚
生
の
格
差
是
正

に
活
用
す
る
、
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
は
、

「
雇
用
類
似
の
働
き
方
」
に
関

ス
な
ど
が
争
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

５
月
29
日
、
立
憲
民
主
党
・

国
民
民
主
党
・
共
産
党
・
社
民

党
・
社
会
保
障
を
立
て
直
す
国

民
会
議
の
５
野
党
・
会
派
は
、

13
項
目
か
ら
な

る
「
共
通
政

策
」
を
確
認
し

て
、
参
院
１
人

区
の
32
選
挙
区

で
野
党
統
一
候

補
擁
立
を
決
定

し
ま
し
た
。
合

意
さ
れ
た
13
項

目
の
主
な
も
の

は
、
①
安
倍
９

条
改
憲
反
対
②

安
保
法
制
・
共

謀
罪
の
廃
止
③

辺
野
古
新
基
地

建
設
反
対
・
普

天
間
基
地
即
時

撤
去
④
原
発
再

労
働
法
制
連

絡
会
総
会

消
費
税
10
％

ス
ト
ッ
プ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
あ
お

も
り
結
成

す
る
検
討
会
を
重
ね
て
お
り
、

ま
と
め
に
入
る
段
階
に
き
て
い

ま
す
。
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度

に
つ
い
て
は
、
「
解
雇
無
効
時

の
金
銭
救
済
制
度
」
と
し
、
①

裁
判
・
労
働
審
判
に
お
け
る

「
地
位
確
認
」
訴
訟
は
残
す
、

参院選32選挙区で野党統一
青森選挙区・小田切さとる候補！

稼
働
反
対
、
原
発
ゼ
ロ
⑤
高
度

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
廃

止
⑥
最
賃
１
５
０
０
円
を
め
ざ

す
⑦
10
月
か
ら
の
消
費
税
引
き

上
げ
中
止
な
ど
で
す
。

　

県
内
の
４
野
党
は
、
こ
れ
を

受
け
て
青
森
選
挙
区
の
野
党
統

一
候
補
と
し
て
立
憲
民
主
党
の

弁
護
士
・
小
田
切
さ
と
る
氏
を

擁
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

６
月
23
日
、
市
民
連
合
あ
お

も
り
は
、
青
森
市
で
市
民
と
野

党
の
共
闘
の
運
動
を
牽
引
し
て

き
た
中
野
晃
一
・
上
智
大
学
教

授
を
講
師
に
講
演
会
を
開
催
、

県
内
各
地
か
ら
１
３
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
講
演
会
終
了

後
、
野
党
統
一
候
補
の
小
田
切

氏
と
県
知
事
選
挙
で
奮
闘
し
た

佐
原
わ
か
こ
さ
ん
も
参
加
し

て
、
参
院
選
挙
勝
利
を
参
加
者

全
員
で
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

大
竹
進
・
市
民
連
合
あ
お
も

り
共
同
代
表
は
、
小
田
切
氏
と

中
央
の
「
共
通
政
策
」
に
県
独

自
の
①
核
兵
器
禁
止
条
約
の
国

会
承
認
②
戸
別
所
得
補
償
制
の

制
度
化
、
食
料
自
給
率
の
向
上

を
加
え
て
締
結
し
た
い
と
提
案

し
ま
し
た
。

　

県
労
連
は
、
６
月
の
幹
事
会

で
市
民
連
合
と
５
野
党
・
会
派

で
合
意
さ
れ
た
13
項
目
の
『
共

通
政
策
』
は
県
労
連
の
方
針
と

合
致
す
る
と
し
て
小
田
切
候
補

の
推
薦
を
決
定
し
ま
し
た
。
小

田
切
候
補
必
勝
の
た
め
に
奮
闘

す
る
こ
と
を
よ
び
か
け
ま
す
。

小
田
切
候
補
と
市
民
連
合
・
野
党
各
党

　
６
月
12
日
「
消
費
税
10
％
阻

止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
お
も
り
」

結
成
の
記
者
会
見
が
県
庁
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
８
９
年

国
民
の
大
反
対
を
押
し
切
っ
て

強
行
さ
れ
た
消
費
税
３
％
は
、

１
９
９
７
年
５
％
、
２
０
１
４

年
８
％
と
増
税
が
強
化
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
一
方
、
法
人
税

は
、
か
つ
て
43
・
3
％
だ
っ
た

税
率
が
、
２
０
１
９
年
３
月
か

ら
23
・
2
％
と
、
20
％
も
減
税

さ
れ
て
い
る
。
中
小
企
業
の
４

分
の
３
は
赤
字
だ
と
い
わ
れ
、

法
人
税
は
利
益
が
出
な
け
れ
ば

払
う
必
要
が
な
い
。

　
消
費
税
が
始
ま
っ
た

１
９
８
９
年
か
ら
２
０
１
８

年
度
ま
で
の
消
費
税
累
計
額

３
７
２
兆
円
、
法
人
三
税
（
法

人
税･

法
人
住
民

税･

法
人
事
業

税
）
減
税
累
計
額

２
９
１
兆
円
、
じ

つ
に
消
費
税
累
計

額
の
78
・
2
％
が

法
人
税
減
税
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
社
会
保
障
の

充
実
」
の
た
め
と

し
て
導
入
さ
れ
た

消
費
税
は
、
医
療

費
の
窓
口
負
担
が

ゼ
ロ
だ
っ
た
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
負
担

は
３
割
負
担
、
70

歳
以
上
の
医
療
費
は
無
料
だ
っ

た
の
が
、
現
在
70
歳
以
上
で
２

割
負
担
、
現
役
並
み
所
得
者
は

３
割
負
担
。
75
歳
以
上
は
１

割
、
現
役
並
み
は
２
割
、
こ
れ

で
は
医
療
が
最
も
必
要
な
高
齢

者
が
病
院
に
行
け
ま
せ
ん
。
消

費
税
は
庶
民
の
懐
か
ら
税
を
収

奪
し
て
、
大
企
業
の
懐
に
入
れ

る
最
悪
の
大
衆
課
税
で
あ
り
、

「
社
会
保
障
の
充
実
」
と
は
無

縁
な
実
態
で
す
。

②
労
働
者
に
解
雇
無
効

時
の
労
働
契
約
解
消
請

求
権
を
認
め
る
、
③
使

用
者
か
ら
の
申
し
立
て

は
認
め
な
い
、
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
お
金
を

払
え
ば
解
雇
で
き
る
こ

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
政

府
・
財
界
の
攻
撃
を
打

ち
破
り
、
安
心
し
て
働

く
ル
ー
ル
を
確
立
す
る

た
め
、
奮
闘
す
る
こ
と

を
確
認
し
て
閉
会
し
ま

し
た
。
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こ
れ
か
ら
の
予
定

第344回
まちがい
さがし

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
回
答
。氏
名
、住
所
、組
合

名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。余

白
に
職
場
の
様
子
や
最
近
の

出
来
事
な
ど
を
、お
よ
せ
く

だ
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

●
締
切
＝
８
月
15
日

●
発
表
＝
９
月
号

●
宛
先
＝
０
３
０
―
０
８
５
２

青
森
市
大
野
字
若
宮
１
６
５
―

１
９
。Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
は
欄
外

に
表
記
。「
第
344
回
ま
ち
が
い
さ

が
し
」係
り
ま
で
。

第
342
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》①
吹
き
流
し
の
尻

尾
の
数
②
真
鯉
の
背
び
れ
③

下
の
鯉
尾
び
れ
④
右
の
男
の

帽
子
⑤
中
央
の
女
の
子
の
髪

⑥
皿
の
餅
の
数
⑦
左
の
女
の

帽
子
の
リ
ボ
ン

《
当
選
者
》12
通
の
応
募
で

し
た
。当
選
者
は

次
の
方
々
で
す
。

下
山
智
裕
（
弘
大

職
組
）、北
国
翔
子

（
年
金
者
組
合
）、

鎌
田
文
子
（
年
金

者
組
合
）、葛
巻
千

津
子
（
サ
ン
ヨ
ー

労
組
）、
神
孝
則 

（
全
労
働
）

●
大
間
原
発
反
対
現
地
集
会

と
き　

７
月
14
日
㈰　

11
時
半

と
こ
ろ　

大
間
町
原
発
隣
接
地

　

青
森
市
・
弘
前
市
・
五
所
川

市
か
ら
バ
ス
を
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
。

　

故
翁
長
沖
縄
知
事
が
提
唱

し
全
国
知
事
会
で
採
択
さ
れ

た
「
米
軍
基
地
負
担
に
関
す
る

提
言
」
が
反
響
を
呼
び
、「
日

米
地
位
協
定
見
直
し
」
の
意

見
書
採
択
運
動
が
展
開
さ
れ
、

１
２
４
自
治
体
で
採
択
さ
れ
て

い
ま
す
（
青
森
県
で
は
大
間
町

と
風
間
浦
村
が
採
択
）。
平
和

委
員
会
は
全
自
治
体
を
対
象
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

6
月
22
日
、
青
森
県
平
和
委

員
会
は
米
軍
の
特
権
を
認
め
た

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
を
求

め
た
学
習
会
を
開
催
、
各
地
か

ら
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講

師
は
、
県
平
和
委
員
会
代
表
委

員
の
中
屋
敷
泰
一
氏
で
、
１
時

間
に
わ
た
っ
て
協
定
の
問
題
点

を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

中
屋
敷
氏
は
、
夜
間
飛
行
訓

練
に
よ
る
騒
音
、
無
通
告
の
低

空
飛
行
訓
練
、
治
外
法
権
の
容

認
、
航
空
法
適
用
除
外
、
航
空

権
の
喪
失
、
思
い
や
り
予
算
な

ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
受
刑
者
の
ス
テ
ー
キ

や
デ
ザ
ー
ト
つ
き
食
事
」「
在

日
米
軍
の
有
料
道
路
の
日
本
負

担
」「
Ｆ
16
の
低
空
飛
行
に
よ

る
比
内
地
鶏
の
３
０
０
羽
圧

死
」「
米
軍
犯
罪
の
８
割
超
の

不
起
訴
」
な
ど
の
具
体
的
事
例

を
挙
げ
、
日
米
地
位
協
定
の
見

直
し
の
緊
急
性
を
強
調
し
ま
し

﹁
１
０
０
年
安
心
の
年
金
﹂

な
ん
て
、
最
初
か
ら
誰
も
信
じ

ち
ゃ
い
な
い
。
だ
け
ど
、
毎
日

の
生
活
で
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い

な
の
に
、
２
０
０
０
万
円
準
備

し
ろ
っ
て
！
国
民
を
バ
カ
に
す

る
の
も
い
い
か
げ
ん
に
し
て
！

（
鎌
田
文
子
・
年
金
者
組
合
）　

働
き
方
改
革

掛
け
声
は
い
い
け
ど
、
実
情
は

ほ
ど
遠
い
で
す
ね
。 （
神
孝
則
・

全
労
働
）

退
職
者
の
会
で

「
む
つ
市
の
お
宝
」
見
学
。
収

蔵
庫
の
中
に
お
宝
が
整
理
さ
れ

て
ぎ
っ
し
り
。
こ
れ
が
公
開
さ

れ
る
の
は
い
つ
？
。「
歴
史
資

料
館
よ
、
君
が
い
つ
建
つ
の

だ
」。
昼
食
あ
り
、
歌
あ
り
。

続
い
て
「
私
の
見
た
、
体
験
し

た
昭
和
」
を
４
月
〜
６
月
生
ま

れ
の
８
人
が
発
表
。
昭
和
に
育

っ
た
私
は
、
家
族
・
地
域
・
交

流
す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
育
ま

れ
た
こ
と
に
気
付
く
。
そ
れ
が

平
成
を
生
き
る
私
の
礎
に
な
っ

て
い
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

（
都
谷
森
孝
子
・
年
金
者
組
合
）

不
特
定
多
数
が
集
ま
る

あ
る
休
憩
所
に
、
母
が
財
布
を

置
き
忘
れ
た
が
、
そ
の
日
の
内

に
連
絡
が
き
た
（
85
歳
に
な
る

母
は
気
づ
か
ず
に
い
た
）。
そ

ば
の
お
店
の
人
が
案
内
所
に
届

け
て
く
れ
た
と
の
こ
と
。
若
い

頃
、
自
分
も
東
京
で
大
事
な
物

を
置
き
忘
れ
た
が
、
戻
っ
て
き

た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
日
本
て
い
い
国

だ
。（
久
保
田
栄
美
・
県
教
組
）

定
年
退
職
し
て
６
年

今
は
90
歳
の
認
知
症
が
進
む
母

親
の
介
護
が
待
っ
て
い
た
。
青

春
時
代
を
戦
争
で
台
無
し
に
さ

れ
た
母
の
愚
痴
を
聞
き
な
が

ら
、
長
男
と
し
て
や
っ
と
親
孝

行
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
満
足

し
て
い
る
。
親
↓
子
↓
孫
と
順

番
通
り
に
介
護
の
ロ
ー
テ
イ
シ

ョ
ン
を
守
っ
て
暮
ら
し
て
い
け

ば
幸
せ
だ
と
思
う
。（
中
道
博

章
・
年
金
者
組
合
）

﹃
い
つ
も
の
待
合
室
﹄

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
偶
然
「
メ

ー
デ
ー
を
見
た
」
そ
う
で
、
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
見
て
「
吉
良

上
野
介
の
首
は
今
は
安
倍
だ

が
！
」と
感
じ
た
そ
う
で
。（
細

川
弘
彦
・
年
金
者
組
合
）

　

6
月
15
日
、
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
施
設
立
地
反
対
連
絡
会
議
の

総
会
が
開
催
さ
れ
、
各
地
か
ら

83
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
共
産
党
の

衆
院
議
員
で
原
発
・
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
委
員
会
責
任
者
の

藤
野
保
史
氏
が
「
矛
盾
に
直

面
す
る
日
本
の
原
発
政
策
―

原
発
ゼ
ロ
に
踏
み
出
す
と

き
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し

た
。

　

安
倍
政
権
が
進
め
て
き
た

原
発
輸
出
は
、
ベ
ト
ナ
ム
・

台
湾
・
ト
ル
コ
・
イ
ギ
リ
ス

な
ど
8
カ
国
か
ら
拒
否
さ
れ

頓
挫
し
ま
し
た
。
い
ま
や

「
原
発
ビ
ジ
ネ
ス
は
成
り
立

た
な
い
」
の
が
世
界
の
流
れ

と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。
高
速
増
殖
炉
「
も
ん

講
演
す
る
中
屋
敷
代
表
委
員

憲
法
の
上
に

日
米
地
位
協
定
？

会
場
一
杯
の
藤
野
講
演

抗
議
す
る
メ
ン
バ
ー

　

陸
上
自
衛
隊
第
９
師
団
は
、

６
月
８
日
に
青
森
市
の
新
町
商

店
街
で
、
創
立
57
周
年
記
念
行

事
の
一
つ
と
し
て
市
中
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
、
翌
日
の
９
日
に

は
第
９
師
団
青
森
駐
屯
地
の
基

地
開
放
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
市
中
パ
レ
ー
ド
に
対
し

て
憲
法
ネ
ッ
ト
青
森
と
青
森
県

平
和
委
員
会
は
、
「
こ
の
道
は

い
つ
か
来
た
道
、
戦
争
の
道
」

と
、
安
倍
政
権
の
戦
争
に
つ
な

が
る
軍
事
パ
レ
ー
ド
に
反
対
す

る
行
動
を
呼
び
か
け
、
８
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
「
９
条
改
憲

を
や
め
さ
せ
て
自
衛
隊
員
の
い

の
ち
を
守
ろ
う
」
の
横
断
幕
、

「
守
ろ
う
９
条
」
と
書
い
た
プ

ラ
カ
ー
ド
や
９
条
う
ち
わ
を
掲

げ
て
反
対
を
意
思
表
示
し
ま
し

た
。

　

自
衛
隊
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
が

始
ま
る
と
、
沿
道
に
詰
め
か
け

た
市
民
は
、
配
ら
れ
た
日
の
丸

の
旗
を
振
り
、
一
斉
に
拍
手
と

歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
日

の
行
進
に
は
３
０
０
人
の
自
衛

隊
員
が
参
加
、
最
初
に
青
森
駐

屯
地
の
隊
員
に
よ
る
ね
ぶ
た
囃

子
の
演
奏
で
踊
り
な
が
ら
行

進
、
ま
た
秋
田
駐
屯
地
は
地
元

の
「
な
ま
は
げ
」
の
姿
で
現

れ
、
岩
手
駐
屯
地
の
行
進
は

「
さ
ん
さ
踊
り
」
で
行
進
す
る

な
ど
、
軍
事
パ
レ
ー
ド
を
祭
り

じ
ゅ
」
の
廃
炉
に
よ
っ
て
再
処

理
工
場
な
ど
の
核
燃
サ
イ
ク
ル

か
ら
の
撤
退
を
決
断
す
べ
き
と

強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
党
が
共
同
提
案
し

た
「
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
」
を
早

期
に
国
会
で
審
議
し
成
立
さ
せ

る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、
7
月
14
日
の
大

間
原
発
反
対
現
地
集
会
の
と
り

く
み
な
ど
提
案
さ
れ
た
議
案
を

採
択
、
最
後
に
「
原
発
ゼ
ロ
基

本
法
案
を
早
期
に
成
立
さ
せ
、

原
発
・
核
燃
サ
イ
ク
ル
か
ら
の

撤
退
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
」
を
訴
え
る
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
転
換
を

自
衛
隊
の

軍
事
パ
レ
ー
ド

の
よ
う
に
み
せ
る
企
画
が
今
回

初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
弘
前
駐
屯

地
の
バ
イ
ク
に
よ
る
行
進
、
岩

手
か
ら
来
た
と
思
わ
れ
る
大
き

な
１
０
５
ミ
リ
り
ゅ
う
弾
砲
２

機
が
ト
ラ
ッ
ク
に
け
ん
引
さ

れ
、
合
わ
せ
て
戦
車
や
装
甲
車

な
ど
１
０
０
輌
近
く
が
行
進
、

最
後
に
６
機
の
ヘ
リ
が
商
店
街

の
上
空
を
、
編
隊
飛
行
で
終
了

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
自
衛
隊
が
市
民
に
親

し
ま
れ
る
よ
う
な
企
画
で
、

「
市
民
の
国
防
意
識
の
向
上
」

と
し
て
自
衛
隊
を
浸
透
さ
せ
よ

う
と
の
狙
い
が
強
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。


